
諸木地区
より

仁ノ地区
より

弘岡中地区より

秋山地区より

　千葉県から妻の故郷の高知にきて就農しま
した。10アールのハウスでキュウリを作ってい
ます。独立して１作目なので、巡回に来てくれ
るＪＡ指導員の栽培指導を基本にしています。
　県内では私のようなＩターン移住者の新規
就農が増えていますが、移住者ならではの不
安や悩みも出てきます。これから県内の移住
者と交流を深め、悩み相談や情報交換などを
して高知ライフを楽しみ農業に励んでいきたい
と思っています。

助け合いの農業をしたい
吉次 康裕さん

　家の前の畑で、ブロッコリーやキャベツ、レ
タスなどを少しずつ作っています。土日に同居
している娘や孫が直販所「春の里」に出してく
れます。他にも野菜苗を育てて近所の人に分
けると、みんな喜んでくれるんですよ。
　今年は直販所の役員をやったおかげでいろ
んな人と知り合ったり、売り出しイベントに参
加して面白く過ごしました。若い人にも参加し
てもらって、直販所やイベントがずっと続いて
いくといいですね。

人のつながりを大切に
中村 春さん

　80アールのハウスで妻とショウガを栽培して
います。３年前から実習生をふたり受け入れて
います。時期をずらして植えて、３月から７月ま
で収穫します。色の白いきれいなショウガがで
きるようにこまめに水や温度を管理しています。
　趣味は、サッカーの高知ユナイテッドＳＣの
応援とマラソン。ユナイテッドは米作りを通じ
て応援しています。龍馬マラソンは第１回大
会から毎年出ています。４時間を目標に安定
したペースで走り切りたいですね。

龍馬マラソン、４時間を目標
土居 雄作さん 

高知の太陽に魅せられて
（前列右）河崎 基さん
（前列左）　　　千恵子さん

　夫婦と従業員２人で25アールのハウスで
キュウリを作っています。温かい土地で農業
をしたくて、17年前に大阪から夫婦で移住し
て就農しました。高知の太陽と青空は何物に
も代えがたいですね。春野はＪＡの新規就農
者受け入れ体制ができていたので飛び込めま
した。今では私が指導農業士となって、研修
希望者を受け入れています。
　キュウリが休みの夏場は近所の稲刈りの手
伝いをします。これが結構気分転換になるん
ですよ。

中列右が
長尾進さん

、左に桜木
由紀さん

後列は取
材に訪れた

料理研究
家の宮本

和秀さん



女性部高知市

高知市
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

令和１園芸年度高知県園芸品展示品評会
花卉の部で高知県知事賞

第２回春野支所親睦駅伝競走大会
２連覇！  おめでとう西畑A！

　

新
春
を
飾
る
親
睦
駅
伝
競
走
大
会
が
、
春
野

町
を
舞
台
に
今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
や

地
域
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
、
J
A
合

併
後
第
２
回
大
会
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
春
野
町
内
６
区
間
16.8
㎞
で
、
今
大
会

は
オ
ー
プ
ン
参
加
３
チ
ー
ム
を
含
む
14
チ
ー
ム
や

ス
タ
ッ
フ
、
交
通
指
導
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約

１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

以
下
括
弧
内
は
大
会
当
日
時
点
の
年
齢
・
敬
称
略

前
　
半

　

ス
タ
ー
ト
時
刻
の
気
温
は
12.4
℃
、
快
晴
で
ほ
ぼ

無
風
の
中
、
14
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ト
マ
ト
の
村
の
川
瀬
純
司
（
33
）
を
追
う

の
は
西
畑
A
片
山
優
俊
（
28
）、
２
区
の
片
山
普

永
（
31
）
が
㌔
３
分
47
秒
の
走
り
で
巻
き
返
し
、

前
半
を
制
し
ま
し
た
。

後
　
半

　

２
位
の
ト
マ
ト
の
村
丁
野
仁
（
20
）
を
36
秒
差

で
か
わ
し
た
西
畑
A
の
片
山
亨
臣
（
32
）、
２
区

で
は
諸
木
A
土
居
雄
作
（
54
）
ら
に
抜
き
返
さ
れ

た
も
の
の
、
６
区
で
小
森
一
樹
（
46
）
が
区
間
1

位
で
ゴ
ー
ル
し
、
後
半
タ
イ
ム
34
分
51
秒
で
西
畑

A
が
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

結
　
果

　

優
勝
は
ト
ー
タ
ル
１
時
間
６
分
23
秒
で
２
位
諸

木
A
に
３
分
41
秒
の
差
を
つ
け
た
西
畑
A
が
２
連

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
３
位
ト
マ
ト
の
村
、

4
位
Ｊ
Ａ
職
員
チ
ー
ム
と
健
闘
し
ま
し
た
。

手作りおにぎり、豚汁でお接待ＩｏＴを用いた課題解決

　

第
２
回
春
野
支
所
親
睦
駅
伝
競
走
大

会
が
開
催
さ
れ
た
１
月
15
日
、
女
性
部

春
野
地
区
で
は
、
５
カ
所
の
中
継
所
と

ゴ
ー
ル
で
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の
接
待
を

行
い
ま
し
た
。
延
べ
17
名
の
女
性
部
員

が
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
お
茶
、
手
軽

に
食
べ
ら
れ
る
お
菓
子
な
ど
を
用
意
。

特
に
人
が
多
く
集
ま
る
中
継
所
で
は
豚

汁
や
手
作
り
の
お
に
ぎ
り
が
用
意
さ

れ
、
走
り
切
っ
て
お
な
か
を
空
か
せ
た

選
手
た
ち
に
好
評
で
し
た
。
豚
汁
を
ふ

る
ま
っ
た
西
畑
支
部
の
矢
野
由
美
さ
ん

は
「
準
備
は
大
変
だ
け
ど
、
喜
ん
で
食

べ
て
く
れ
る
の
で
続
け
た
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

高
知
県
は
１
月
25
日
、
農
業
分
野
に
関
す

る
Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
企
業
や
研
究

者
、
学
生
、
生
産
者
ら
が
栽
培
面
や
経
営
面

で
の
課
題
解
決
に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

キ
ュ
ウ
リ
生
産
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
定

植
か
ら
収
穫
ま
で
を
月
別
に
分
解
。
作
業
内

容
を
細
分
化
し
、
労
働
力
や
経
費
な
ど
の
施

設
園
芸
の
課
題
を
可
視
化
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
生

か
し
た
解
決
策
を
見
出
し
ま
し
た
。

　

県
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
の
新
田

益
男
チ
ー
フ
は
「
生
産
者
の
声
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
企
業
、
学
生
、
生
産
者
ら

と
農
業
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
、
技
術
革
新

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

県
や
Ｊ
Ａ
全
農
、
農
機
メ
ー
カ
ー
ら
で
つ
く
る
高

知
県
農
業
機
械
協
会
は
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
大

型
特
殊
免
許
（
農
耕
車
限
定
）
の
技
能
検
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

生
産
者
ら
か
ら
の
大
型
特
殊
免
許
の
取
得
支
援
に

関
す
る
要
望
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、
生
産
者

ら
８
人
が
免
許
取
得
に
向
け
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
知
市
春
野
町
の
生
産
者
、
川
島
晃
さ
ん
は
、
今
回
8

人
の
受
験
者
の
中
で
唯
一
の
合
格
者
。
川
島
さ
ん
は
「
最

近
に
な
っ
て
免
許
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
ん
な
矢
先
に
技
能
検
査
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
取
得

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　

技
能
検
査
は
、
２
月
分
ま
で
定
員
に
達
し
て
お
り
、

３
月
以
降
に
つ
い
て
は
県
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
改
め
て
告

知
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

春野支所

　

２
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）
の

二
日
間
、
高
知
ぢ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

に
て
令
和
１
園
芸
年
度
高
知
県
園
芸

品
展
示
品
評
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
品
評
会
は
県
産
野
菜
・
果
実
・

花
卉
の
品
質
と
生
産
性
の
向
上
、
安

心
、・
安
全
で
鮮
度
の
高
い
園
芸
品

の
安
定
供
給
を
図
り
、
県
民
、
消
費

者
に
園
芸
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
年
度
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
14

名
が
７
品
目
を
出
品
し
、
花
卉
の
部

で
諸
木
地
区
の
岩
田
卓
雄
さ
ん
の
ユ

リ
が
高
知
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
の
部
は
３
名
の
生
産

者
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
園
芸
部

は
屋
外
の
テ
ン
ト
で
、
ト
マ
ト
の
パ

ス
タ
入
り
サ
ラ
ダ
や
春
野
産
野
菜
を

天
ぷ
ら
に
す
る
な
ど
し
て
試
食
宣
伝

を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

【
花
卉
の
部
】
高
知
県
知
事
賞
：
岩

田
卓
雄
さ
ん　

ユ
リ

【
野
菜
の
部
】
特
別
賞
：
川
田
拓
生

さ
ん　

あ
き
豆

優
秀
賞
：
岡
﨑
秀
仁
さ
ん　

ト
マ
ト

優
秀
賞
：
尾
仲
和
人
さ
ん　

土
佐
甘

と
う

農家の大型特殊免許取得に向けて 水稲栽培講習会に30名が参加

　

令
和
２
年
産
の
水
稲
栽
培
に
つ
い
て
１
月

21
日
、Ｊ
Ａ
営
農
渉
外
課
で
は
講
習
会
を
開

き
約
30
名
の
水
稲
農
家
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

浪
越
城
介
営
農
指
導
員
は
田
植
え
ま
で

の
苗
の
管
理
に
つ
い
て
「
根
張
り
を
促
進
さ

せ
る
た
め
水
に
浸
け
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、

ジ
ョ
ウ
ロ
や
ホ
ー
ス
等
で
潅
水
す
る
こ
と
」

と
健
全
な
苗
作
り
の
注
意
点
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
購
買
事
業
本
部
生
産
資
材
部
よ

り
土
づ
く
り
や
稲
の
病
気
、
雑
草
対
策
に
つ

い
て
肥
料
や
農
薬
を
適
正
使
用
す
る
よ
う

資
料
を
用
い
て
説
明
が
あ
り
、
30
名
の
参

加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。

課題解決に向けて意見を出し合う参加者

一斉にスタートする1区のランナー

高知県知事賞を受賞した岩田卓雄さん
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１
．
植
え
付
け
の
時
期

　

植
え
付
け
に
は
、
適
期
が
あ
り
ま
す
。

カ
キ
や
イ
チ
ジ
ク
な
ど
の
落
葉
果
樹
は
、

概
ね
11
〜
３
月
で
す
。

　

ま
た
、
温
州
ミ
カ
ン
や
ブ
ン
タ
ン
な
ど
の

常
緑
果
樹
は
、
概
ね
３
月
頃
で
す
。 

カ
ン
キ
ツ

は
寒
い
時
期
に
行
う
と
、
枯
死
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

２
．
植
え
付
け
る
場
所

　

果
樹
は
一
度
植
え
る
と
、
数
十
年
同
じ
場

所
で
栽
培
さ
れ
続
け
る
の
で
、
植
え
付
け
る

場
所
選
び
は
大
事
で
す
。日
当
た
り
が
良
く
、

風
通
し
が
良
く
、
水
は
け
が
良
い
場
所
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
日
当
た
り
が
悪
い
と
果
実

品
質
が
悪
く
な
り
ま
す
し
、
水
は
け
が
悪
く

湿
気
が
多
い
と
、
樹
に
も
果
実
に
も
病
気
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
避
け
て
く

だ
さ
い
。

 

３
．
土
壌
ｐ
H
に
注
意

　

樹
種
に
よ
り
適
正
な
土
壌
ｐ
H
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
イ
チ
ジ
ク
は
中
性
を
好
み
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
強
酸
性
を
好
み
ま
す
。
主

要
な
果
樹
の
適
正
値
は
第
１
表
の
と
お
り
で

す
。
そ
の
樹
種
に
適
し
た
土
壌
ｐ
Ｈ
で
な
い

と
、
植
え
付
け
て
始
め
は
元
気
で
も
、
根
が

弱
り
、
葉
の
色
が
薄
く
な
り
、
徐
々
に
弱
っ

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
植
え
付
け
前
に
、

土
壌
ｐ
H
を
測
定
し
、
適
正
ｐ
Ｈ
に
調
整
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

４
．
樹
種
別
の
栽
植
密
度

 　

果
樹
は
数
年
経
つ
と
非
常
に
高
く
、
大

き
く
な
る
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
き
く

な
っ
た
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
植
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
高
密
度
で
植
え
る
と
、
作
業
性

や
風
通
し
が
悪
く
な
り
病
気
が
発
生
し
や
す

く
、
果
実
に
日
が
当
た
り
に
く
く
な
る
た
め

果
実
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
反
対
に
、
樹

を
ま
ば
ら
に
植
え
る
と
面
積
当
た
り
の
収
穫

量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
最
適
な
10
ａ
当
た

り
の
栽
植
本
数
は
果
樹
の
種
類
・
品
種
な
ど

に
よ
っ
て
異
な
り
、
お
よ
そ
の
基
準
は
第
2

表
の
と
お
り
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
守
っ
て
、
果
樹
を

植
え
て
、
楽
し
く
栽
培
し
、
お
い
し
く
食
べ

て
く
だ
さ
い
。

果
樹
の
植
え
付
け
時
の
注
意
点

カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て

高
知
農
業
改
良
普
及
所
よ
り

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員　

岡　

真
由
美　

☎
０
９
０‐３
１
８
９‐０
３
７
３

注）JAよこすか葉山　営農だより2016年11月より引用

農
用
運
搬
車
の
安
全
問
題

ス
ト
ッ
プ
！  

農
作
業
事
故

　

農
村
地
域
で
の
生
産
物
や
資
材
の
運
搬

手
段
は
か
つ
て
歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
連

結
さ
れ
た
ト
レ
ー
ラ
ー
が
大
半
で
し
た
。

最
近
は
ト
ラ
ッ
ク
が
主
と
な
り
、
圃
（
ほ
）

場
内
、
ハ
ウ
ス
内
、
斜
面
、
狭
隘
（
き
ょ

う
あ
い
）
道
路
な
ど
で
は
、
農
用
運
搬
車

（
以
下
「
運
搬
車
」）
が
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
台
数
は
減
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
年
間
に
25
〜
45
人
が
事
故
で
死

亡
し
て
い
ま
す
。
無
傷
、
軽
傷
事
故
を
含

め
る
と
転
倒
・
転
落
が
50
%
弱
、
衝
突
が

20
%
弱
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
革
新
セ
調

べ
）。
荷
台
か
ら
振
り
落
と
さ
れ
る
事
故

も
あ
り
ま
す
。

　

転
倒
・
転
落
事
故
の
発
生
は
道
路
が
過

半
で
あ
り
、
下
り
坂
が
4
割
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
主
原
因
は
、
脇
見
、
速
度
超
過
、

制
動
力
不
足
が
多
い
よ
う
で
す
。
脇
見
に

つ
い
て
は
機
械
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
難
し

い
で
す
が
、
他
の
二
つ
に
つ
い
て
は
制
動
力

強
化
、
積
載
時
を
含
め
た
低
重
心
化
、

R
O
P
S
装
着
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
改
善
が

必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
R
O
P
S
装
着

は
有
効
な
手
段
で
す
が
、
本
体
価
格
と
比

べ
て
R
O
P
S
部
分
の
コ
ス
ト
が
高
く
な

り
、
ま
た
、
運
搬
車
本
体
の
構
造
強
度
見

直
し
も
必
要
と
な
り
、
普
及
に
は
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
。

【
事
例
1
】
80
代
の
男
性
が
ダ
ン
プ
式
の
乗

用
型
運
搬
車
で
堆
肥
を
微
速
で
前
進
さ
せ

な
が
ら
圃
場
に
散
布
し
て
い
た
。
散
布
し

終
わ
っ
た
と
き
に
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を

踏
み
間
違
え
て
暴
走
さ
せ
、
前
方
の
あ
ぜ

を
乗
り
越
え
、
崖
下
に
転
落
し
、
重
傷
を

負
っ
た
。

対
策
…
…
後
方
に
注
意
を
集
中
し
過
ぎ
て

ペ
ダ
ル
を
踏
み
間
違
え
た
も
の
で
す
。
暴
走

し
始
め
た
と
き
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
冷
静
に

対
応
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
齢
も
一
因

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
事
例
2
】
牧
草
を
積
ん
で
農
道
を
走
行

し
て
い
た
。
前
日
の
雨
で
路
面
が
ぬ
か
る
ん

で
お
り
、
サ
イ
ド
ス
リ
ッ
プ
し
て
路
肩
を
踏

み
外
し
た
。
荷
台
に
差
し
枠
を
挟
ん
で
積

載
量
を
オ
ー

バ
ー
し
て
い
た

こ
と
も
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。

対
策
…
…
積

載
量
を
守
り
、

路
面
の
状
況
に

合
わ
せ
た
速
度

で
移
動
し
ま

し
ょ
う
。

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

家
庭
用
ご
み
の
散
乱
防
止
対
策

　

カ
ラ
ス
が
ご
み
収
集
所
で
生
ご
み
を
散
ら
か
す
被

害
が
多
く
あ
り
ま
す
。
カ
ラ
ス
は
い
っ
た
ん
エ
サ
と
な

る
ご
み
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
ら
、
次
々
に
集
ま
っ
て
く

る
の
で
対
策
が
必
要
で
す
。
市
町
村
で
決
め
ら
れ
た

時
間
帯
に
ご
み
を
出
し
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
の
目
の

細
い
ネ
ッ
ト
で
ご
み
を
覆
う
等
、
防
除
を
行
っ
て
、

ご
み
を
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て

下
さ
い
。

　
ご
み
か
ら
カ
ラ
ス
を
物
理
的
に
遮
断
す
る
こ
と
が
被
害
対
策
に
な
り
ま
す
。

農
作
物
へ
の
被
害
を
軽
減
す
る
為
の
対
策

　

防
除
・
追
い
払
い
に
関
し
て
は
圃
場
の
周
り
に
テ
グ
ス
（
釣
り
糸
）
を

1
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
張
っ
た
り
、光
る
も
の（
C
D
や
金
色
の
テ
ー
プ
な
ど
）

を
つ
る
し
た
り
、
ト
ラ
ロ
ー
プ
（
黒
と
黄
色
の
ロ
ー
プ
）
を
張
っ
た
り
、

目
玉
模
様
の
黄
色
い
風
船
な
ど
を
設
置
し
た
場
合
、
忌
避
効
果
が
期
待

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
キ
ラ
キ
ラ
光
る
も
の
や
黄
色
い

物
に
カ
ラ
ス
が
反
応
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
他
、
カ
ラ
ス
の

模
型
を
吊
る
し
て
脅
す
、ロ
ケ
ッ
ト
花
火
で
追
い
払
う
等
が
あ
り
ま
す
が
、

カ
ラ
ス
の
学
習
能
力
は
非
常
に
高
く
、
一
時
的
に
は
効
果
は
上
が
り
ま
す

が
、
慣
れ
が
生
じ
る
と
、
忌
避
効
果
は
な
く
な
り
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
に
、
慣
れ
が
生
じ
て
く
る
と
長
続
き
し
な
く
な
る
た
め
、

防
鳥
網
な
ど
を
使
い
カ
ラ
ス
と
農
作
物
を
物
理
的
に
遮
断
す
る
方
法
が

効
果
的
で
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
は
積
み
重
ね
で
す
。
今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
続

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
で
果
樹
栽
培
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
庭
先
や
畑
に
植
え
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

果
樹
は
植
え
付
け
が一
度
き
り
な
の
で
、
植
え
付
け
時
に
注
意
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注）果樹栽培　実つきがよくなる「コツ」の科学　三輪正幸著　講談社より引用

第１表　果樹別の適正土壌pH
土壌pH

6.5～7.0
6.0～7.0
6.0～6.5
5.5～6.5
5.5～6.0
5.0～5.5
4.5～5.5

イチジク
ブドウ

ナシ、カキ、キウイフルーツ、ユズ
ウメ

モモ、ウンシュウミカン
クリ

ブルーベリー

主要果樹

第2表　栽植距離と10a当たり最終栽植本数のおよその基準

種類・品種 栽植距離（m） 10a当たり本数

普通温州ミカン

早生温州ミカン

カキ

イチジク

ウメ

ブルーベリー
（ハイブッシュ系）

５×６
４×５
５×５
４×５
８×８

1.8×３

33
50
40
50
16

１８５




